
 
新しい年度を迎えて 

 

本日、81１名の子供たちと新年度を迎えました。昨年度は７７９名でのスタ－トでしたので、学校はさらに活気があふれるこ

とでしょう。さて、今年度の教育について、概略をお知らせいたします。 

 

「ニュ－ヨ－ク教育審議会の教育目標・教育方針を受けて」 

基本方針 

⑴ 児童・生徒、保護者、学校関係者の相互の信頼と協力によって、安全で明るく楽しい学校をつくる。 

⑵ 限られた授業日(年間 45日)における学習指導の充実を図り、児童・生徒の学習意欲を向上させ、学ぶ喜びを感じ、助

け合い、高めあう教育活動を行う。 

学習指導の充実 

⑴ 基底カリキュラムを活用し、「基礎・基本」を重視した授業の展開に努めるとともに、学校教育と家庭教育の連携を深め、

児童・生徒に学習習慣の定着を図る。 

⑵ 教材研究に努め、教材教具の効果的な活用を図り、児童・生徒にとってわかりやすい魅力のある授業を行う。 

⑶ 児童・生徒の個性を生かし、思考力・判断力・表現力などの育成を重視し、言語活動の充実を図る。 

⑷ 児童・生徒の、興味・関心・意欲を引き出す指導方法を工夫・改善し、学習意欲の向上を図る。 

⑸ 各校の実態を踏まえ、児童・生徒の特性を大切にした学習指導を行い、生涯にわたって学び続ける人間を育成する。 

 学校行事・儀式的行事・特別活動の充実 

⑴ 児童・生徒相互の望ましい人間関係を育て、日本の学校生活に準じた体験活動ができるよう、保護者の協力を基に諸

活動を工夫する。 

生活 指導の充実 

⑴ 児童・生徒の健やかな成長を願い、一人一人の児童・生徒の人格を尊重し、保護者との密接な連携を図り、教職員の

共通実践のもと、事故防止の徹底を図り、安全で健康的な学校生活を送らせる。 

教員研修の充実 

⑴ 意図的・組織的な研修会を実施し、実践的指導力の伸長を図る。 

⑵ 指導目標の確認・生徒理解の意義・教材観理解・指導のねらいの確認・教材の開発・指導技術の向上・学習評価の

充実等、目的意識を持った自己研鑽を促す。 

⑶ 派遣教員のいる学校(文部科学省派遣)としての利点を生かし、日本の教育施策を理解し、学習指導の充実を図る。 
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お知らせ・通知表の改定について 

(平成２５年 ８月２３日 No. ９) にてお知らせいたしました通り、通知表の改訂をおこないます。保護者の皆様にお届

けするのは９月となりますが、改訂のねらいは、指導と評価の関係についてはっきりとさせることと、絶対評価(学習のね

らいを明確にして到達度を評価)です。本校の教員は 4 月からの授業において、新しい学習評価の趣旨を生かした指

導を行います。 

                   

さて大上段に振りかぶって教育方針をお示しいたしましたが、これからも皆様より補習校ならではの「可能性と課題」を

学び、よりよい教育活動を実践すべく教育指導に努めて参ります。 

 

さて、ニュ－ヨ－ク生活では皆様の後輩となる私なりに、理解していることがあります。 

これは多様という言葉で表現できそうです。 

   ・さまざまな時期に   ・さまざまな国・地域から   ・さまざまな背景を持ち   ・さまざまな個性を持った 

子供たちの学びの場が補習校です。 

 

国際都市ニュ－ヨ－ク発の言葉に、グローバル化・フラット化という文言があります。この文言も「さまざまな」という表現に

行きつくでしょう。  

では、本校の教育活動はどのような視点に立つべきでしょうか。 

その答えは「原点に立脚する」ことと判断します。子供たちに 

「日本語環境を」との願いで創立された本校。この原点に立脚し、 

50 年の歴史の中で培われてきた教育目標を掲げ、国際社会で 

日本人と米国市民のアイディンティティ－を兼ね備え、しなやか 

に生き抜く人材を、日本人社会の思いを受け止め、保護者の 

皆様と共に育成していきましょう。 

 

 

お知らせ(教職員の異動等) 

 任期満了帰国 山本秀司教頭  

 退職教員  LI 校  吉田正子(幼児部)   矢部文(中高部) 

    W 校  手塚かおり・黒田基子・冨加見享子(初等部) 柳沢俊昭(中高講師)  

 

 異動教員  佐藤美和子 W 中高部→LI 中高部 

 

 新規採用  柳沢俊昭 W 校担当主幹 

 新採教員  LI 校  阿部知恵子（幼児部） 平尾百絵（初等部）      
     W 校  三浦正子・山下悦代・デシア－ノ愛（初等部） 今井真子（中高講師） 
 
教育事務所・教育スタッフの紹介 
     校長  櫻井郁男・・・両校教育管理 25 年度派遣(シニア・東京) 
     教頭  荒井具輝・・・LI 校担当  24 年度派遣(栃木県) 
     主幹  柳沢俊昭・・・W 校担当  前本校教員 
                 

 
・・・お知らせ・・・ 

※ 代理教員・教務補佐の募集をしております。教育事務所までご連絡下さい。 
 
昨年度より学習時間の有効活用を主な目的として、配布文書の精査と削減に務めております。 
その一環としてこの（Big Apple）もホ－ムペ－ジにてご覧下さい。 
 

経費削減と 
省資源についても 

ご理解下さい。 

児童・生徒数(昨年度との比較) 

 幼児部 初等部 中等部 高等部 

LI 校 前年 48 166 29 14 

  今年度 45 174 43 11 

W 校 前年 71 384 56 11 

今年度 54 421 51 12 

 


